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研 究

敗血症における凝固と炎症の密接な関係を研究し、重症化を
抑制するためには、感染制御とともに凝固異常対策が重要で
あることを明らかにしました

順天堂大学大学院医学研究科救急・災害医学研究室では、これまで
敗血症、特に敗血症性臓器障害における炎症と凝固の関係について
国内外の研究機関と共同で基礎的、あるいは臨床的な研究を行なっ
てきました。研究室の射場敏明教授は、日本版敗血症診療ガイドラ
イン2020(J-SSCG2020)の委員として作成に携わっています。また
DIC研究に関しては、国際血栓止血学会のDIC標準化委員長として、
敗血症におけるDIC準備状態であるSepsis-induced coagulopathy 
(SIC)の定義や診断基準の策定を行なってきました。さらに最近では、
外傷性凝固異常の(Trauma-induced coagulopathy, TIC)に関するコ
ンセンサスガイダンスを発表しています。他にもCOVID-19における
血栓症(COVID-19-associated coagulopathy, CAC)については、そ
の診断・管理マニュアルの作成を担当しています。そしてこれらの
成果は、国際血栓止血学会の機関誌であるJ Thrombosis and 
Haemostasis誌（2020年4月27日付）やLancet Haematology誌
（2020年5月11日付）などに掲載されています。

主な研究テーマ

主な研究内容スタッフ

1.敗血症の病態生理、診断及び治療
2.DIC(播種性血管内凝固)の病態生理、診断、

及び治療
3.COVID-19関連凝固異常の診断と治療担当教授 射場敏明

担当教授写真
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Reseach

The tight connection between inflammation and 
coagulation in sepsis has been studied and the 
important role of anticoagulation was revealed.

The connection between inflammation and coagulation has 
been the research focus of the Department of Emergency and 
Disaster Medicine. Prof. Toshiaki Iba is a committee member of 
the Japanese Guidelines for Sepsis Management 2016 and 
2020 (J-SSCG2016&2020) and is currently working on the 
update. He has established the diagnostic criteria for the 
sepsis-induced coagulopathy(SIC) as a chairman of the 
Scientific Standardization Committee of the International 
Society on Thrombosis and Haemostasis(ISTH/SSC). In 
addition, he and ISTH/SSC released the international guidance 
for the COVID-19-associated coagulopathy(CAC). The above 
achievements are published in the J Thrombosis and 
Haemostasis(April 2020), Lancet Haematology(May 2020), and 
other major journals. Prof. Iba is currently working as a 
member of the WHO advisory group on therapeutic 
prioritization for COVID-19.

Main Research Subjects

Research HighlightsMembers

1.Pathophysiology of sepsis
2.Management of DIC(disseminated 

intravascular coagulation) 
3.COVID-19-associated coagulopathy Toshiaki Iba
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国内学会発表 82 中村 ⿇依⼦ 、⼭⼝ 久美 、杉⽥ 学 、⼋⽥耕太郎．急性薬物中毒患者に対する救急部⾨と精神科リエゾンチームの連携．第33回⽇本中毒学会東⽇本地⽅会（2019年1⽉，
東京）

国内学会発表 83 杉⽥　学︓EXTRIPから⾒た⾎液浄化法．第46回⽇本集中治療医学会・学術集会　ジョイントシンポジウム6（2019年3⽉京都）

国内学会発表 84 関井肇，加藤理沙，浅⼦英，三島健太郎，⽔野慶⼦，⼩松孝⾏，坂本壮，⾼⾒浩樹，野村智久，杉⽥学︓劇症分娩型溶連菌感染症の１例．第46回⽇本集中治療医
学会・学術集会　（2019年3⽉京都）

国内学会発表 85 加藤　理紗︓重篤な臓器不全を呈して致死的な肝不全が著明となった甲状腺クリーゼの⼀例．第46回⽇本集中治療医学会・学術集会　(2019年3⽉　京都)



国内学会発表 86 ⼤⼭　太，岩本敏志，⾕　暢⼦，杉⽥　学︓デジタルアマチュア無線（D-STAR®) 通信を⽤いた災害緊急医療情報伝送実験．第24回⽇本災害医学会総会（2019年3⽉19
⽇，⽶⼦）

国内学会発表 87 髙⾒浩樹︓「わかりやすい中毒セミナー」いつ中毒を疑うか．第33回⽇本中毒学会東⽇本地⽅会（2019年1⽉東京）

国内学会発表 88 坂本　壮︓「わかりやすい中毒セミナー」⾝近に潜む中毒．第33回⽇本中毒学会東⽇本地⽅会（2019年1⽉東京）

国内学会発表 89 鎌⽥綾佳, ⼩松孝⾏, ⼤久保裕直, 杉⽥学︓脾臓体積と肺炎球菌感染の重症化に関する検討. 第116回⽇本内科学会総会・講演会ポスターセッション 「感染症①」 (2019年4⽉
26⽇名古屋)

国内学会発表 90 池⽥尚⼈，溝端康光，安⼼院康彦，⾼松純平，尾⽅純⼀，杉⽥ 学，福岡範恭，⼭⽥広⾏，中村光伸︓PEMEC（病院前内科救急救護）の地⽅開催を振り返って．第22
回⽇本臨床救急医学会総会・学術集会（2019年5⽉31⽇和歌⼭）

国内学会発表 91 ⼤久保淳史，⾼⾒ 浩樹、関井 肇、野村 智久、杉⽥ 学︓⼈プロトロンビン複合体製剤（ケイセントラ）投与後，緊急⼿術を施⾏した3例〜薬剤師の視点で有⽤性を検討〜．第
22回⽇本臨床救急医学会総会・学術集会（2019年5⽉31⽇和歌⼭）

国内学会発表 92 ⼤杉⼀平，坂本壮，杉⽥学，野村智久，関井肇，⼩松孝⾏，⾼⾒浩樹，⽔野慶⼦，近藤彰彦，三島健太郎︓意識障害を主訴に来院された低⾎糖症例448例の検討. 第
22回⽇本臨床救急医学会総会・学術集会（2019年6⽉1⽇和歌⼭）

国内学会発表 93 髙⾒浩樹、⼤久保淳史、近藤彰彦、⽔野慶⼦、⼩松孝⾏、関井肇、野村智久、杉⽥学︓局所⿇酔薬中毒による痙攣重積に対して脂肪乳剤が有効であった⼀例．第22回⽇本臨
床救急医学会総会・学術集会（2019年6⽉和歌⼭）

国内学会発表 94 杉⽥　学︓排泄促進．ワークショップ『急性中毒の標準治療（仮）』（「急性中毒標準治療ガイド」改訂）の⾻⼦とパブリックコメント募集に向けて．第41回⽇本中毒学会総会・学術
集会（2019年7⽉，川越）

国内学会発表 95 野村智久，⽔野慶⼦，三島健太郎，近藤彰彦，⼩松孝⾏，杉⽥学，秋⽥真吾，岡部芳昭，⽯⽥利江︓当院における早期リハビリテーションの試みと課題．⽇本集中治療医学
会第3回関東甲信越⽀部学術集会　パネルディスカッション3「集中治療における早期リハビリテーションの実際」（2019年7⽉　⼭梨）

国内学会発表 96 井上健司，塩崎正幸，野村智久，杉⽥　学︓⾼感度トロポニン（0/1時間アルゴリズム）を⽤いた胸痛患者の診療体系の確⽴へ向けて．第47回⽇本救急医学会総会・学術集会　
（2019年10⽉，東京）

国内学会発表 97 澤⽥悠輔，武⽥宗和，⻄川佳友，新井隆男，野村智久，舩越　拓，川本英嗣，太⽥祥⼀，⿊⽥泰弘．救急医を⽬指す若者を増やすための学⽣・研修医部会運⽤特別委員
会の取り組み．第47回⽇本救急医学会総会・学術集会　（2019年10⽉，東京）

国内学会発表 98 狩野謙⼀，澤⽥悠輔，⼤内　元，野村智久，今⻑⾕尚史，舩越　拓，⻄川佳友，新井隆男，頃だ泰弘．⽇本救急医学会学⽣・研修医部会運⽤特別委員会主催のイベント
開催による医学⽣・研修医の意識の変化．第47回⽇本救急医学会総会・学術集会　（2019年10⽉，東京）

国内学会発表 99 宇佐美健喜、發知佑太、⼤杉⼀平、浅⼦英、吉澤俊彦、近藤彰彦、三島健太郎、⽔野慶⼦、⼩松孝⾏、⾼⾒浩樹、関井肇、野村智久、杉⽥学︓診断に難渋した侵襲性肺炎球
菌性感染症による電撃性紫斑病の⼀例．第47回⽇本救急医学会総会・学術集会　（2019年10⽉，東京）



国内学会発表 100 發知佑太、関井肇、杉⽥学︓脳卒中を疑われて搬送された肺動脈⾎栓塞栓症の⼀例．第47回⽇本救急医学会総会・学術集会　（2019年10⽉2-4⽇　東京）

国内学会発表 101 ⽥畑恭輔、関井肇、發知佑太、⼤杉⼀平、間所俊介、吉澤俊彦、⼩松孝⾏　⾼⾒浩樹 関井 肇 野村智久、杉⽥ 学︓インターネット通販で購⼊した静脈留置針で⾃殺⽬的に瀉⾎
した⼀例．第47回⽇本救急医学会学術集会総会（2019年10⽉2-4⽇　東京）

国内学会発表 102 近藤彰彦 發知佑太 ⼤杉⼀平 三島健太郎 ⽔野慶⼦ ⼩松孝⾏　⾼⾒浩樹 関井 肇 野村智久 ⼋⽥耕太郎 杉⽥ 学 「⾃殺企図患者の転帰を決めるプロセスと精神科医の関与に
関する検討」　第47回⽇本救急医学会学術集会総会（2019年10⽉2－4⽇　東京）

国内学会発表 103 杉⽥　学︓ワークショップ【⽇本中毒学会共催】⾝近な救急病態“中毒”に強くなる「総論」．第21回⽇本救急看護学会学術集会（2019年10⽉5⽇幕張）

国内学会発表 104 髙⾒浩樹︓ワークショップ【⽇本中毒学会共催】⾝近な救急病態“中毒”に強くなる「各論」．第21回⽇本救急看護学会学術集会（2019年10⽉5⽇幕張）

国内学会発表 105 関根悠太, ⼩⼭孟志, 星川精豪, ⼩松孝⾏: ⼤学バスケットボールにおける外傷・傷害発⽣率の現状. 第30回⽇本臨床スポーツ医学会学術集会 ⼀般演題(⼝演)61 調査:球技 
(2019年11⽉17⽇ 横浜)

区分 番号 講演者名, 講演タイトル, 学会名, 場所, 発表年⽉⽇等 国際共同

特別講演・
招待講演 1 ⽥中　裕, 不断前進　救命救急　今、ふたたび「仁」, ⽇本救急医学会, 東京, 2019年10⽉2⽇

特別講演・
招待講演 2 近藤 豊, 救急領域の系統的レビュー&メタ解析をやってみよう, ⽇本救急医学会, 東京, 2019年10⽉3⽇

特別講演・
招待講演 3 Tadashi Ishihara, Building the pediatric trauma care system, experienced in our Pediatric Emergency Center The 3rd PKUPH Forum on Critical and 

Emergency Care, China, 2019.6

特別講演・
招待講演 4 Tadashi Ishihara, Disaster management in Japan, The 3rd PKUPH Forum on Critical and Emergency Care, China, 2019.6

特別講演・
招待講演 5 杉⽥　学︓第2回気道管理学会ランチョンセミナー．「院内急変を防ぐための⽅策と呼吸数測定の意義」（2019年1⽉19⽇，東京）

特別講演・
招待講演 6 ⼩松　孝⾏︓HBDセミナー 「病歴聴取を極める〜全ての⾔葉に意味がある〜」 (2019年2⽉9⽇, 広島)

特別講演・
招待講演 7 杉⽥　学︓「領域講習」の実際の認定プロセスの紹介．第47回⽇本救急医学会総会・学術集会　（2019年10⽉，東京）

特別講演・
招待講演 8 ⼩松孝⾏: 全ての⾔葉に意味がある-病歴聴取を極める-. 第5回⽇本NP学会学術集会 教育講演1 (2019年11⽉16⽇ 東京)

特別講演・
招待講演 9 杉⽥　学︓荒川区医師会学術講演会．「災害医療の基本と医師の役割 〜急性期の対応と現場での外傷応急処置〜」(2019年4⽉19⽇, 東京)

特別講演・
招待講演 10 杉⽥　学︓第15回CE CRITICAL CARE MEETING．特別講演「急性中毒の標準的治療と急性⾎液浄化療法」(2019年7⽉13⽇, 東京)

特別講演・
招待講演 11 杉⽥　学︓糖尿病学術講演会〜重症低⾎糖回避のために〜「意識障害で搬送される低⾎糖症例の現状」（2019年10⽉18⽇，東京）



区分 番号 研究者名, 活動の名称（執筆、出演、受賞等）, 執筆や出演の媒体（賞の主催者等）,年⽉⽇等 国際共同

その他
（広報活動を含む）

1 柳川洋⼀ ⽇本災害医学会が考えるCBRNE対応について 富⼠⼭南東消防署　　2019年2⽉4⽇

その他
（広報活動を含む）

2 柳川洋⼀ ⽇本災害医学会が考えるCBRNE対応について 富⼠⼭南東消防署　　2019年2⽉4⽇

その他
（広報活動を含む）

3 ⽇域佳 開渠側溝に潜む危険　静岡病院　2019年2⽉7⽇

その他
（広報活動を含む）

4 柳川洋⼀　救急医療に関する最新治験　循環器疾患フォーラム　2019年2⽉18⽇

その他
（広報活動を含む）

5 柳川洋⼀　伊⾖縦貫⾃動⾞道建設促進　賀茂地域から救急⾞両で搬送された傷病者の現状　都道部県会館　2019年8⽉2⽇

その他
（広報活動を含む）

6 柳川洋⼀　現場救護所の活動について　⽥⽅ＭＣ研修会　　2019年10⽉21⽇

その他
（広報活動を含む）

7 ⽇域佳　中学１年⽣の職業講話実習　⼤仁中学校　　2019年11⽉9⽇

その他
（広報活動を含む）

8 柳川洋⼀　⽇本における災害医療の現状と問題点　沼津医師会　2019年11⽉13⽇

その他
（広報活動を含む）

9 柳川洋⼀　オリンピック開催時に必要な知識、技術、医療体制について　御殿場医師会　2019年11⽉18⽇

その他
（広報活動を含む）

10 近藤豊　「沖縄中部アラムナイセミナー・第3回救急医療」　第3回沖縄中部アラムナイセミナー　2019年10⽉5⽇

その他
（広報活動を含む）

11 近藤豊　「敗⾎症の病態/治療の現状/求める新薬像」　R&D⽀援センター講演会 2019年10⽉28⽇

その他
（広報活動を含む）

12 杉⽥　学︓防災⼠養成研修「災害医療」（2019年1⽉20⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

13 杉⽥　学︓防災⼠養成研修「災害医療」（2019年2⽉23⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

14 野村智久︓第46回⽇本集中治療医学会学術集会ハンズオンセミナー　早期離床セミナー「早期離床〜総論〜」「鎮静・鎮痛をどうするか︖〜薬物について〜/気道管理の基本」
（2019年3⽉3⽇，京都）

その他
（広報活動を含む）

15 杉⽥　学︓⼤⽇本住友製薬講演会「薬の開発，販売側と臨床側の考え⽅の溝　薬剤の功罪について考える」（2019年3⽉5⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

16 杉⽥　学︓練⾺区薬剤師会第2回NMAT研修会「災害医療概論・医療対応の原則」（2019年3⽉6⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

17 ⼩松　孝⾏︓関東⼤学バスケットボール連盟平成30年度第4回安全義務講習会.「脳振盪」「マルファン症候群」「⼼肺蘇⽣」(2019年3⽉16⽇, 東京)

その他
（広報活動を含む）

18 ⼩松　孝⾏︓関東⼤学バスケットボール連盟平成30年度第8回サポートトレーナー講習会.「遠征先でも困らないための医学知識」(2019年3⽉25⽇, 東京)

その他
（広報活動を含む）

19 杉⽥　学︓国連INSARAGによるインドネシア国国際救助隊の外部評価員（2019年11⽉24⽇11⽉30⽇，ジャカルタ）



その他
（広報活動を含む）

20 杉⽥　学︓防災⼠養成研修「災害医療」（2019年4⽉20⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

21 杉⽥　学︓防災⼠養成研修「災害医療」（2019年5⽉18⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

22 ⼩松　孝⾏︓関東⼤学バスケットボール連盟平成31年度第1回安全義務講習会.「熱中症」「脳振盪」「マルファン症候群」「⼼肺蘇⽣」(2019年6⽉23⽇, 東京)

その他
（広報活動を含む）

23 ⼩松　孝⾏︓関東⼤学バスケットボール連盟 2019年度第2回安全義務講習会.「脳振盪」「マルファン症候群」「⼼肺蘇⽣」(2019年7⽉6⽇, 東京)

その他
（広報活動を含む）

24 杉⽥　学︓ Intensive Training 特別講義．「急変を予測するモニタリング」（2019年7⽉10⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

25 杉⽥　学︓防災⼠養成研修「災害医療」（2019年7⽉27⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

26 ⼩松　孝⾏︓関東⼤学バスケットボール連盟2019年度第3回安全義務講習会.「熱中症」「脳振盪」「マルファン症候群」「⼼肺蘇⽣」(2019年8⽉17⽇, 東京)

その他
（広報活動を含む）

27 ⼩松　孝⾏︓第17回⽇本プライマリ・ケア連合学会秋季⽣涯教育セミナー. WS25 家庭医・総合診療医こそスポーツ医学を実践しよう︕ 講師 (2019年9⽉23⽇, ⼤阪)

その他
（広報活動を含む）

28 ⼩松　孝⾏:『チーム医療講演会』コトバとカタチのチカラ -これからの医療は︖- コトバのチカラ「救急医・総合内科医・スポーツドクターとして」, コトバのチカラ「講義・ワーク篇」(2019年10
⽉2⽇, 東京)

その他
（広報活動を含む）

29 杉⽥　学︓防災⼠養成研修「災害医療」（2019年10⽉11⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

30 杉⽥　学︓防災⼠養成研修「災害医療」（2019年11⽉1⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

31 ⼩松　孝⾏︓HBDセミナー 「病歴聴取を極める〜全ての⾔葉に意味がある〜」 (2019年11⽉2⽇, 広島)

その他
（広報活動を含む）

32 杉⽥　学︓⽇本看護協会2019年度特定⾏為研修指導者講習会「特定⾏為研修をうまく進めるための課題と対応」（2019年11⽉16⽇，東京）

その他
（広報活動を含む）

33 杉⽥　学︓2019年G20⼤阪サミット救急医療体制確保事業．指揮本部要員として派遣．（2019年6⽉26⽇〜30⽇，⼤阪）

その他
（広報活動を含む）

34 杉⽥　学︓即位礼正殿の儀等に係る現地医療活動本部．本部要員として派遣（2019年10⽉21⽇〜24⽇，東京）
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